
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★11月の主な行事予定★ 健康づくり学習室利用講習会 

 １日(日) ２月分施設利用予約受付開始 
地域が育む「かごしまの教育」県民週間（～７日） 
第５３回鴨池地域総合文化祭（～３日） 
舞台発表31・１日（午前）展示発表31～３日（終日） 

11/11(水)・11/25(水)…10:00～ 
11/18(水)…18:00～ 
 
☆ 受講希望の前日までに予約が必要 
です。(来館又はお電話で) 12日(木) 鴨池地域人権問題研修会(13:30～15：00) 

25日(水) 
自主連 秋の集い 

「みんなでボッチャを楽しもう！」 
26日(木) 第３回文化祭実行委員会・文化系専門部会(10:00～) 
28日(土) 後期社会学級委員等研修会（午後：サンエール） 

★12月の主な行事予定★  

 １日(火) ３月分施設利用予約受付開始 

  火災通報・避難訓練 
11日(金) 第１回新春書き初め大会運営委員会（10：00～） 

21日(月) 定期清掃（日中は利用できません。※体育館を除く） 

※ 12／29（火)～1／3(日)は、年末年始のため休館です。  

年明け：１／４(月)から開館・１／４(月)：４月分施設利用予約受付開始日 

 

 

１０月中旬の南日本新聞には「学校新聞コンクール」の審査結果が載ります。中学校、高等学校の部ごとに１席～

３席、佳作の各賞が県内の学校に与えられます。 

第７４回を数えるこのコンクールの受賞常連校は、学校新聞づくりがその学校の良き伝統となっているようです。

中学校の部では、入賞常連校に離島の学校が多い傾向があります。それは、少ない人数の一人一人が企画、取材、執

筆、校正、清書、印刷などの役割を担って、地域に根差した紙面を作ることが代々先輩方から引き継がれているから

です。 

 新聞づくりといえば、高校３年のときに級友たちと学級新聞を作っていたことを想い出します。 

時事問題やレコード・テレビ・ラジオの芸能ネタ、学校の話題、編集長コラムや非公式の家業の 

広告など、バラエティとユーモアに富んだ内容で２０号ぐらいまで作りました。パソコン・ワー 

プロなど無い時代ですから、手書きに切り貼りです。受験生だというのに真剣に取り組んで、決 

して先生や保護者に見せられるような内容ではないのですが、自分たちが書いた文章を級友に読んでもらい、感心し

たり、笑ってもらったりする経験はとても貴重でした。先述の学校新聞を作る生徒たちも、読み手の感想、励ましが

きっと原動力なっていることと思います。 

表現活動は鑑賞してくれる人があってこそ。芸術・文化の秋、地域文化祭の舞台や展示作品を見て感動したり刺激

を与えてもらったりしてみてはどうでしょう。 

１１月３日は「文化の日」、自由と平和を愛し、文化をすすめる日です。余談ですが、統計的に晴れの日が多い「晴

れの特異日」とも言われています。 

 

輝 く 笑 顔  躍 動 す る 鴨 池 地 域 

 
 

発行日 令和８年 11月１日 
発行者 鹿児島市鴨池公民館 
所在地 鹿児島市鴨池 2-32-6 
ＴＥＬ 0 9 9 - 2 5 2 - 5 7 5 6 
題  字 自主学習グループ 
   「朱い実」 宮内 加代子 

  
  

鴨池地域総合文化祭関連の展示

１階ロビー：彩（洋画）

１階ロビー：公的機関の案内

 １２月の館内展示  

１１月の館内展示

※  行事や日時等は変更に 
なることがありますので、 
確認をお願いします。 

 

 

 文化の秋に 

 」 

 

鴨池公民館の夏季講座

「レッツチャレンジ！！

小学生中学年（高学年）プ

ログラミング」では、夏休

み中の小学生がプログラ

ミングを学びました。この

プログラミングとはコン

ピュータにさせたいこと

をキーボードやマウスを

使って順番に選択しなが

ら組み立てていく作業で

す。 

受講している子どもた

ちが物おじせず楽しそう

にコンピュータを扱って

いる姿がとても印象的で

した。生まれたときから当

たり前のようにコンピュ

ータやタブレットがある

環境で育った世代である

ことを実感させられまし

た。全ての大人がデジタル

を苦手としているという

ことではないのですが、中

途半端な知識でパソコン

を扱うととんでもないこ

とが起こるのではないか

という過剰な心配をして

しまう大人は多いように

思います。 

さて、当たり前のように

地域にあったイオン鹿児

島鴨池店が８月末で閉店

しました。 

１９７５年、鴨池動物園跡

に鹿児島市で初めてでき

た大型商業施設に胸躍ら

せ、ハンバーガーやクレー

プ食べたり、買い物に行っ

 館長  西村 真 
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★ 後期講座 申込期間…９月１日～９月２０日（必着） 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
★ 後期講座 申込期間…９月１日～９月２０日（必着） 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
 

本文化祭では、舞台発表を 10 月 31 日、11 月１日の

午前中に開催します。展示発表は 10 月 31 日～11 月３

日まで行います。多く方のご来場をお待ちしています。 

【10月 31日(土) ９：30～】     

★オープニング…天保山中学校吹奏楽部 

★文化講演会……講師 西郷南洲顕彰館長 吉満 庄司氏 

舞台発表第１部…地域団体、自主学習グループ 

【11月１日(日) ９：35～】 

★青少年の意見発表…西紫原中３年 メイ・サマンサさん 

★舞台発表第２部…地域団体、自主学習グループ 

【10月 31日(土)～11月３日(火）】 

★展示作品…幼稚園・保育園、小・中学校、家庭教育学級 

地域団体、自主学習グループ 

 

 
 
 
 
10月から後期講座がスタートしました。公民館では年間３期（前期・夏季・後期）の講座を
開設し、「市民一人 一芸・一学習・一スポーツ」をモットーに、市民の皆様への学習機会の提
供や仲間づくりのお手伝いができるよう努めています。 
後期講座は、ＡＩチャレンジや健康マージャンの講座が超高倍率の申し込み状況でした。昨
年度より申し込み数が増え、市民の皆様の学習意欲の向上が伺えます。今年度の講座募集は全
て終わりましたが、来年度もみなさんが参加したくなるような魅力ある講座を企画中です！！
ぜひ、来年度の公民館講座にご注目ください。そして、チャレンジを！ 

 
【講座受講者の感想】 

 〈生き生き健康マージャン講座より〉 
〇 今回、初めてのマージャンでした。とても 
楽しくてあっという間の２時間でした。次回 
が待ち遠しいです。 

  
 

  
 

 
 
 

鴨池地域人権問題研修会を下記の日程で

開催いたします。今年度は、東京都立産業

技術高等専門学校客員教授の石田 淳一氏が

講話をしてくださいます。 

生活と切り離せなくなったインターネッ

トにおける人権問題を皆さんで考え、自身

を振り返り学びを深める機会にと考えてい

ます。ぜひご参加ください。 

申込みは、各地域コミュニティの成人学

級長、女性学級長、直接公民館へ。 

〇 日時  11月 12日(木)13:30～ 

〇 会場  鴨池公民館 ２階第１研修室 

〇 演題 「インターネットと人権侵害」 

  ～加害者にも被害者にもならないために～ 

 

 
 

 
 

今年度も鴨池公民館の恒例行事「新春書き初

め大会」を開催します。 

下の要領でご応募ください。 

日 時 令和９年１月５日(火) 9:30～11:30 

会 場 鴨池公民館 

参加者 市内小・中学生、高校生、一般市民 

定 員 １００名 

用 紙 半紙または八つ切り    

 鹿児島市生涯学習講座申込システムか

ら「鴨池公民館新春書き初め大会」を

検索し、申し込みます。 

締切日 令和８年 12月 20日(日) 

参加費 ２００円（当日徴収） 
 

  

市民あいさつ運動強調期間 
10 月 15 日（木）～11 月 30 日（月） 

 
 

 

＜令和８年度最優秀推進標語＞  

 

学校・家庭・地域・職場であいさ

つを意識し大切にする期間で、地域

の活性化や青少年の健全育成を目

的に行います。 

鴨池公民館も職員一同、明るいあ

いさつに心がけ、取り組んでまいり

ます。皆様からのあいさつに、いつ

も元気をいただいています。 
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